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ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 千葉県高校生訪問団 

訪問日程 平成 27 年 11 月 15 日（日）～11 月 21 日（土） 

 

 

１．プログラム概要 

 

「JENESYS 2015」の一環として、千葉県内の高校から選抜された高校生による千葉県高

校生訪問団計 50名が、11 月 15 日から 11 月 21 日までの 6泊 7日の日程でプログラム

を行いました。 

団長：千葉県立長生高等学校教頭 宮﨑 浩章 

訪問地：ソウル特別市、京畿道（龍仁）、忠清道（公州）、全羅道（全州） 

 

一行は韓国滞在中、ソウル市内での高校訪問や文化体験・視察、ホームステイ等を通じ

て、日本の文化と魅力を発信すると共に、韓国の文化・社会に対する理解を深めました。

滞在中及び帰国後も、ＳＮＳ等を通して交流の様子を発信しています。 

 

２．日程    

11/15（日） 入国（仁川国際空港） 

11/16（月）  

【表敬訪問】韓国国立国際教育院訪問、在韓国日本国大使館公報文化院訪問、 

【視察】景福宮・光化門・仁寺洞 

11/17（火）  

【視察】上岩 MBD 

【文化体験・交流】打楽パフォーマンス体験、ホームステイ 

11/18（水）  

【学校交流】明徳外国語高校訪問 

【文化体験】螺鈿体験 

11/19（木）  

【訪問・交流】公州大学校訪問、公州大学校の大学生と公州博物館・武寧王陵見学 

【文化体験】全州でチャング体験・韓服試着 

11/20（金）  

【視察】韓国民俗村、修了式 

11/21（土） 帰国（仁川国際空港） 
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３．ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 千葉県高校生訪問団 プログラム記録写真  

  

11 月 16 日 韓国国立国際教育院表敬訪問

（ソウル市） 

11 月 16 日 在韓日本大使館公報文化院 

表敬訪問（ソウル市） 

11월 16일 한국국립국제교육원 예방 

(서울시) 

11월 16일 재한일본대사관공보문화원예방 

(서울시) 

  

11 月 16 日 光化門視察 

（ソウル市） 

11 月 17 日 上岩 MBC 視察 

（ソウル市） 

11월 16일 광화문 시찰 

(서울시) 

11월 17일 상암MBC시찰 

(서울시) 

  

11 月 17 日 打楽パフォーマンス体験 

（ソウル市） 

11月 20日 明徳外国語高校でのホームステ

イ対面式（ソウル市） 

11월 17일 타악퍼포먼스 체험 

(서울시) 

11월 20일 명덕외국어고등학교에서 

홈스테이 대면식(서울시) 
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11 月 18 日 明徳外国語高校訪問 

授業体験（ソウル市） 

11 月 18 日 明徳外国語高校訪問 

授業体験（ソウル市） 

11월 18일 명덕외국어고등학교 방문 

수업체험(서울시) 

11월 18일 명덕외국어고등학교 방문 

수업체험(서울시) 

 

 
11 月 18 日 明徳外国語高校訪問 

歓送式（ソウル市） 
11 月 18 日 螺鈿体験（ソウル市） 

11월 18일 명덕외국어고등학교 방문 

환송식(서울시) 

11월 18일 나전체험 

(서울시) 

  

11 月 19 日 公州大学校訪問、公州大学校の

大学生と公州博物館見学（忠清道公州市） 
11 月 19 日 韓服試着（全羅道全州市） 

11월 19일 공주대학교방문, 공주대학교 

대학생과 공주박물관 견학(충청도 공주시) 
11월 19일 한복체험 (전라도전주시) 
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11 月 19 日チャング体験（全羅道全州市） 11 月 20 日 修了式（ソウル市） 

11월 19일 짱구체험(전라도 전주시) 11월 20일 수료식(서울시) 

 

４．参加者の感想   

 

◆ 日本 高校生 

行くことを迷いましたが行って良かったです。今の韓国について知ることが出来て、更に自分

の夢について「かなえたい」という気持ちが強まりました。良い体験が出来ました。 

 

◆ 日本 高校生 

今まで韓国のことはテレビか SNS でしか知りませんでしたが、実際に韓国の人々との交流を

通じて文化や韓国の実態が分かって良かったです。 

 

◆ 日本 高校生 

このプログラムは価値観や考え方を変え、見つめ直す良い機会になりました。これからもより

多くの人に参加してもらい、「今」の韓国の良さを分かってもらいたいです。 

 

◆ 日本 高校生 

韓国の文化や考えを理解する大変良い機会になりました。フェースブックの連絡先交換を韓

国人学生と出来たのでこれからもつながって行きたいと思います。 

 

◆ 日本 高校生 

訪韓するまでは韓国に対して、あまり親近感が無かったのですが、訪韓を通して今までメディ

アの情報にすごく流されていたなと思いました。私は日本と韓国の関係が良くなることを願い

たいなと思いました。 

 

◆ 日本 高校生 

相手の国のことを理解することができ、また関心を持つことが出来ました。今回の研修で国際

社会に対する興味が深まったので、今後、この経験を生かし、外国語を勉強し、日本の魅力

を発信できたらいいなと思いました。 

 

◆ 日本 高校生 

とても良いプログラムだったと思います。これからも継続して日韓関係を良くしていきたいで

す。 
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５．参加者の発信内容  

 

  

  

 
 

 


